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Abstract
Francesco Borromini, the eminent architect in the Baroque Age of Rome, planned the salon 
in the Vallicelliana Library for the use of Oratorians and visitors.
As an ideal library, Borromini referred to the Barberini Library, which had almost the same 
size of the salone, specially, its vault structure. It is considered that Borromini’s design of the 
bookshelves of 2 stories with a walkway is the development of the Barberini Library. The 
balusters of wooden pillars, which support the walkway, clearly separate the space of the 
bookrests from the large space of the salone, and create the individual and available spaces for 
the readers.
Then, Borromini planned the salone in the Library, which could provide the relaxation with 
the beautiful panorama as the Barberini Library, and created the comfortable studying spaces at 
the windows with enjoyable view.
1．はじめに
　17世紀のローマにおいて活躍した建築家フラ
ン チ ェ ス コ・ ボ ッ ロ ミ ー ニ Francesco 
Borromini（1599－1667年 ） は、1637年 か ら
1650年代初めにかけて、ローマの信心会の１つ
であるオラトオ会 Congregazione dell’Oratorio 
a Roma の施設全体の計画を担当した１）。前年
度の同紀要２）では、その施設内に設けられた
ヴ ァ ッ リ チ ェ ッ リ ア ー ナ 図 書 館 Biblioteca 
Vallicelliana が、ローマでいち早く公に開かれ
た図書館であるという点に着目し、宗教的な建
物の内部に世俗の外来者を受け入れるための
ボッロミーニによる計画上の配慮と工夫につい
て考察した。
　本稿においては、オラトリオ会の図書館を構
成する複合体の中で、特にその主室となる大広
間３） il salone【Fig. １】に見られるボッロミー
ニの独創的なデザインを探っていきたい。
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2．ボッロミーニによるヴァッリチェッリアー
ナ図書館の計画
2-1. 各室の配置・利用計画
　ボッロミーニは、オラトリオ会の象徴である
オラトリオを、施設建物の南端に建立し、1638
年中頃にそのヴォールト架構を完成させた。続
いて、同会の話し合いにより、その上部に図書
館を建ち上げることが決定され４）、1644年に
ボッロミーニは、複合体による構成の図書館を
完成させた。オラトリオの南側に開かれた広場
に向かい、教会堂のファサードと並んで５スパ
ンの「オラトリオのファサード」５）が建設さ
れ【Figg. ２a、２b】、その２層目の背後に、
図書館の主室となる大広間が位置づけられた。
ところが、図書館が建設されてしばらく経った
1651年６月に、その大広間の壁が載るオラトリ
オのヴォールト天井に亀裂が生じてきたために６）、
1665－1667年に大広間の西側の壁体が、建物の
西端に移されることになった７）。その結果、大
広間の長手方向（東西方向）は、現在あるよう
に、全７スパンに拡張された８）【Fig. ３】。
　したがって、現在見られる図書館は、ボッロ
ミーニが完成させた図書館を大きく改変した後
のものである。しかし、拡張される前の計画に
関しては、ボッロミーニが建築書として構想し
ていた『オプス・アルキテクトニクム』９）（以
下『オプス』と略記する）の最終章（第28章）
において、詳しく説明されている。この最終章
は、他の章と比べてかなりの長文であるが、そ
の文中には、ボッロミーニの計画により、大広
Fig. 1　 オラトリオ会のヴァッリチェッリアーナ図
書館の大広間（西側から東方向を眺める）
Fig. 2b　 教会堂（右）とオラトリ
オ会施設のファサード
（左）南西角部からの眺
め『オプス・アルキテク
トニクム』図67
Fig. 2a　 南側の広場に面するヴァッリチェッリアー
ナ図書館の大広間のファサード　（2層目）
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間の前室および５つの部屋が、大広間の西側に
設けられたと記されている【Fig. ４】。そのう
ちの図書館の司書室とされる２室は、教会堂と
オラトリオの間にある主玄関を入り、「第一の
中庭」の南側の回廊を通り抜け、主階段を２度
折り返して上った正面に配置されていた。これ
ら２室の南側に、横長の平面で、オラトリオ会
士たちが部屋に持ち帰ることのできる書物を収
めた開架式の１室が隣接し、さらにその南側で、
建物の南西角部に当たる場所には、古文書室・
古物展示室の２室が並べられていた。これら５
室と大広間の間に置かれたのが、南北に細長い
長方形の平面をなす、大広間の前室であった。
大広間が建物の西端まで拡張された際に取り壊
されたのは、これら６室の部屋である。『オプス』
の本文に対して、その図版に描かれているのは、
大広間が拡張された後の状態であるから10）、か
つて大広間の西側にあったこれらの全６室は、
そこには認められない。
　一方、大広間の東側には、３室の閲覧室が南
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Fig. 4　 ボッロミーニのヴァッリチェッリアーナ図書館の計画（平面図）
『オプス・アルキテクトニクム』図2より筆者作成
Fig. 3　 大広間拡張後の南側のファサード『オプス』
図6
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北方向に並べられている。オラトリオ会士たち
だけではなく外来者もまた、求める書物を手に
して、落ち着いて勉学に勤しむことができるよ
うに、そこには机や椅子ばかりでなく、ペンや
インク、紙までが整えられていた11）。
　来訪者は、図書館の管理人に付き添われ、大
広間の中で必要な書物を手渡されると、これら
の閲覧室に移り、大広間は再び閉ざされた。オ
ラトリオ会は、ローマで最初に公に開かれた図
書館を実現し、広く知識を提供しようとしてい
たが12）、旧管理体制においては、図書館の司書・
管理人は、来訪者の利用に対応するために、長
い時間付き添っていなければならず、これは、
他にも業務を抱えている彼らにとって、大きな
負担となっていた。その負担を削減し、かつ来
訪者と会士たちの双方に心地良い利用を提供す
るために、ボッロミーニの建築計画においては、
図書館の管理方式の単純化や合理的な利用法と
関連付けて、各部屋の機能と配置が考えられた
とされている13）。
2-2. 大広間の計画
　『オプス』においては、大広間の基本的な利
用や管理の方法について記されている。前述し
たように、外来の利用者は、管理人の付き添い
なしで大広間の中を自由に歩き回って本を探し
たり、そこに留まって勉学したりすることが、
図書館の管理上、認められていなかった。一方、
オラトリオ会士たちは、大広間の１層目にある
本棚から書物を取り出し、必要であれば、その
場にある書見台【Fig. ５】の上でそれを開き、
立ったまま閲覧することができた14）。さらに、
会士たちは、大広間に設けられた歩廊にも上り、
自由に歩き廻ることができた様子が、『オプス』
の中に認められる。ボッロミーニの計画では、
会士たちが歩廊を歩いて本棚の２層目にある本
を探し、必要であれば、わざわざ閲覧室に戻ら
ずに、簡易な机と椅子が設けられた２層目の窓
際に留まり、勉学に励むことができるように、
細かい配慮が行き渡っていた15）。
　しかし、落ち着いて勉学に勤しみたいときに
は、会士たちもまた、東側に隣接する読書室を
利用したのであり、大広間の大空間の中央で、
会士たちが長時間読書する仕組みは、『オプス』
には説明されていない。大広間には、何よりも
まず、オラトリオ会を表徴する記念的な空間が
求められていたのであった。第一に、その規模
の大きさによって、モニュメンタルな空間が実
現されている。それは「オラトリオのファサー
ド」に一致する５スパンの長辺と、オラトリオ
と同じ３スパンの短辺の平面、ファサードの２
層目と同じ高さからなる大空間である。さらに、
そこには、オラトリオ会の創始者フィリッポ・
ネーリ Filippo Neri（1515－1585年）をはじめ、
図書館の設立に対する貢献者らを記念する遺品
が祀られ、絵画・彫刻などの装飾が豊かに施さ
Fig. 5　 大広間の本棚付き書見台と手摺子の形状を
した支柱
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れた。そして、知性を尊重し、多くの書物を所
有するオラトリオ会の特徴を表す本棚がそこに
整えられ、そのデザインもまた独創的で、特に
印象的である。
　本棚に関しては、意匠上の記念性だけでなく、
莫大な書物を保存・管理する収容力も、特に必
要とされていた。17世紀当時、既にオラトリオ
会は、手稿本と合わせて大量の印刷本を所有し、
その後もさらに多くの書物の遺贈・贈呈を受け
る見通しがあったから、書物は計り知れない数
に増加し続け、この膨大な書物を大広間の大空
間の中に収納していかなければならなかった。
　それに加えて、本棚のデザインを考えるには、
ファサードに開かれた窓の幅と高さ、配列に従
わなければならなかった16）。ボッロミーニは、
規則正しい配列で５つの窓を大広間の南側に開
き、採光を考えて、北側の壁にも同様に、これ
に対面する窓を開いた。窓はかなり高い位置に
開かれたから、その高さまで至ることのない１
層目の本棚は、窓によって中断されることなく、
壁沿いにぐるりと廻らされた。ボッロミーニは、
窓の底辺の高さに歩廊を設け、本棚の２層目を
窓の間に割り付け、１層目と同じデザインにし
て一体にまとめた。大広間の大空間に対して、
本棚が１層だけでは低すぎる感じが否めないが、
本棚を２層構成にしたことで、大空間との釣り
合いが取られ、また大きな収容力も得られた。
ボッロミーニはさらに、将来的に書物が増加し
た時のために、その上部に３層目を付加できる
ように取り計らっていた。なお、本棚のデザイ
ンに関しては、『オプス』によると、オラトリ
オ会の旧図書館で使用されていた、たいへん見
事なクルミ製で、丹念に造られていたものが、
新しい図書館において再利用されたものであっ
た17）。
　大広間全体は、カトリックの信仰心、特に創
立者フィリッポ・ネーリに対する敬意と礼賛を
テーマとし、知性の表象と合わせて、統一的に
まとめ上げられた18）。なかでも、深く明確に区
画された格間天井の中央部分に、画家のジョ
ヴ ァ ン ニ・ フ ラ ン チ ェ ス コ・ ロ マ ネ ッ リ 
Giovanni Francesco Romanelli（1610－1662年）
が「 神 の 叡 智 Sapienza Divina」 の 天 井 画
【Fig. ６】を描いた。
　天井の構成は、平天井であったので、ドーム
を掲げた集中式空間に見られるような強い中心
性は得られないが、中央部分が他より大きく区
分され、渦巻が付けられ、ロマネッリの絵で飾
られることによって、そこに強い中心性が創り
出された。また、北側の長手方向の壁面に並ぶ
本棚の中央部分の１層目には、ネーリが生前所
有していた書物を収めた本棚が据えられ19）
【Fig. ７】、これに対面する南側壁面の中央部分に
おいては、バルコニーへの出口の上部に、図書
館の初代司書を務めたチェーザレ・バローニオ
枢 機 卿20） Cardinale Cesare Baronio（1538－
1607年）の胸像の記念碑が掲げられた【Fig. ８】。
これら南北の壁体の中央部分と天井の中央区画
が一体となり、大広間の空間には、平天井であっ
ても強い中心性が生み出された21）。
　ところで、ヴォールト架構とするか、あるい
Fig. 6　 ジョヴァンニ・フランチェスコ・ロマネッ
リによる天井画〈神の叡智〉ボッロミーニ
による格天井の中央部分　1644年頃
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は木造で軽量の平天井とするかは、意匠だけで
なく、構造の上でも重要な問題であり、慎重な
検討が必要であった。初めにボッロミーニが選
択したのはヴォールト天井であったが、一般的
に考えても、防火・防水の観点から、図書館に
はヴォールト天井が適していた。しかし、そう
することで、１層目にあるオラトリオの大空間
に架けられた大ヴォールトには、大きな負荷を
かけてしまう。ボッロミーニは、自己判断だけ
でなく、職人の技術者たちの意見も訊き、また
オラトリオ会士たちと討論を重ね、最終的には、
平天井を架けることになった22）。やはり、オラ
トリオの大ヴォールトに、大きな荷重を載せな
い方が良いと判断されたからである。
　平天井であっても、ボッロミーニは、意匠的
には強い中心性のある大空間を創り上げたが、
その一方で、平天井は、大広間における見通し
の効果を強調した。大広間の東西の入口に立っ
て正面を眺めれば、本棚のコーニスや格間天井
などの直線がなす水平の線によって、奥行方向
の軸線が強調され、大きな見通しの効果が得ら
れた【Fig. ９】。本棚の上部に開かれた窓と、
壁の付柱もまた、奥行に向かって一定のリズム
を刻み、その効果を高めている。このようにし
て、大空間の記念性がいっそう高められて演出
されたのである。
Fig. 7　 フィリッポ・ネーリの書物が収められた本
棚（大広間の北面中央部分）
Fig. 8　 チェーザレ・バローニオ枢機卿の記念碑
（大広間の南面中央部分）
Fig. 9　 『オプス・アルキテクトニクム』図40西側
から眺めた断面透視図（1層目にオラトリオ、
大広間は2層目で窓が省略されている）
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3．ボッロミーニによる大広間の本棚のデザイン
3-1. バルベリーニ図書館とその本棚
　ボッロミーニは、ヴァッリチェッリアーナ図
書館の天井に、初めはヴォールト天井を架けよ
うと思案していたが、その理由としては、その
計画の少し前に完成したパラッツォ・バルベ
リーニ23）Palazzo Barberini【Fig. 10】に設け
ら れ た、 バ ル ベ リ ー ニ 図 書 館 Biblioteca 
Barberiniana をボッロミーニが参照していた
ことが挙げられる。ボッロミーニは、バルベリー
ニ図書館を理想的な図書館であると見做し、
ヴァッリチェッリアーナ図書館の計画では、そ
れに倣い24）、ヴォールト架構を選択しようとし
たのであった25）。ヴォールト天井は、耐火性・
防水性という機能上、図書館の架構にふさわし
く、さらに、ヴァッリチェッリアーナ図書館の
大広間とほぼ同じ規模の大空間からなるバルベ
リーニ図書館のヴォールト天井は、ボッロミー
ニにとって大いに参考になった26）。
　ボッロミーニとパラッツォ・バルベリーニと
の関わりは、建築家として駆け出しの頃に遡り、
カルロ・マデルノ Carlo Maderno（1556－1629
年）の下で、次いでマデルノの死後にはジャン・
ロレンツォ・ベルニーニ Gian Lorenzo Bernini
（1598－1680年）の監修の下で、ボッロミーニ
はパラッツォ・バルベリーニの計画に参加して
いた27）。図書館の躯体が完成されたのが1633年、
書架などの内装が開始されたのが1634年である
から、ボッロミーニは、この時期に、建設され
ていくバルベリーニ図書館を、施工現場で観察
し、よく理解することができた。
　また、ボッロミーニは、同時期の1634年から、
パラッツォ・バルベリーニの近くに敷地を構え
るサン・カルロ・アッレ・クァットロ・フォン
ターネ修道院 San Carlo alle Quattro Fontane
の計画を開始し、1634－1635年には、その小規
模な図書室28）の計画に取り組んでいた。これ
以降も、ボッロミーニは生涯にわたり、ローマ
における多くの図書館の計画に関与するが、
ヴァッリチェッリアーナ図書館以前であったの
は、この小さな図書室とバルベリーニ図書館の
みであり、ヴァッリチェッリアーナ図書館の計
画にあたっては、当然、同規模のバルベリーニ
図書館をよく研究していたと考えられる。
　バルベリーニ図書館の様子を知るには、ロー
マ 大 学 の 学 長 カ ル ロ・ カ ル タ ー リ Carlo 
Cartari（1614－1691年）の記録を参考にでき
る29）。ボッロミーニは、教皇アレクサンデル７
世（在位 1655－1667年）の時代に、ローマ大
学 の ア レ ッ サ ン ド リ ー ナ 図 書 館 Biblioteca 
Alessandrina の計画を担当し、書架などのデ
ザインについて比較・検討するために、1659年
６月から1665年１月にかけて、カルターリに同
伴し、ヴァッリチェッリアーナ図書館やバルベ
リーニ図書館をはじめとするローマ市内の幾つ
かの図書館を視察した。その際、カルターリは、
建物内における図書館の配置や、部屋の構成、
幅・奥行・高さ、窓配列、本棚の構成・デザイ
ンなどに関して細かく記録した。バルベリーニ
図書館については30）、それがパラッツォの最上
階に造られていたことから、そのヴォールト架
構の大きな荷重が、その下にある部屋にかけら
れるが、その対処法として、ヴォールト天井を
Fig. 10　 パラッツォ・バルベリーニの庭園側の館
の様子（スペッキによる銅版画　1699年）
図書館は館の左半分の最上階にあった。
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支える様々な鉄筋が通されている点に着目し書
き留めている31）。
　さて、本棚に関しては、ボッロミーニがバル
ベリーニ図書館を理想的な図書館と見做してい
たのであれば、当然、その本棚のデザインにつ
いても注意深く研究していたと考えられる。
　先述したカルターリは、バルベリーニ図書館
の本棚【Fig. 11】に関しても、その構成を細か
く観察していた32）。記録によると、本棚は全体
で11段で、上下２層からなり、全体構成の中で、
１段目が基台のようになって他よりも外に突き
出し、錠と掛け金で閉ざされた銅板が前方に
あった。その上に４段が載り、さらに上には、
小さな本を収める１段がコーニスのような形状
で置かれていて、ここまでが本棚の１層目を構
成していた。コーニスのような低い１段の上に、
幅２パルモの歩廊が設けられ、鉄製の手摺が取
付けられている。２層目の高い位置にある書物
は、この歩廊を歩いて探すことができる。
　歩廊の下には、それを支持するクルミ製の円
柱が、先ほどの基台となる１段目の上に載せら
れていた33）。カルターリは、バルベリーニ図書
館の本棚の１段目の突き出した基台に本を置い
て勉学ができるのではないかと記している34）。
上部に歩廊が廻り、両側をクルミ製の円柱に挟
まれたこの場所を、カルターリは、ちょうど本
を開いて立ち読みができる、落ち着いた場所と
して捉えたと理解できる。
3-2. ヴァッリチェッリアーナ図書館の大広間
の本棚
　ヴァッリチェッリアーナ図書館の大広間にお
いても、バルベリーニ図書館と同様に、１層目
の本棚の上部に、２層目の本棚と歩廊があるが、
この歩廊は、バルベリーニ図書館のものと比べ
て幅が広く、大きく手前に張り出している。そ
のため、その下に奥まった領域が形成され、そ
こにある書見台では、落ち着いて本を開き閲覧
できる【Fig. ５】。
　特に、ボッロミーニは、歩廊の支柱を考案す
るにあたって、計画の最初の時点では、バルベ
リーニ図書館のように、木製の円柱を用いよう
と考えていた。しかし、ヴァッリチェッリアー
ナ図書館では、円柱が本棚よりかなり前方に位
置し、また、円柱を高さに釣り合わせて太くし
なければならなかったので35）、円柱が大きく視
界を遮ってしまうという問題が生じた。これを
克服するために、ボッロミーニは、支柱を円柱
としてデザインするのではなく、バラスタ （ー手
摺子 balaustro、baluster）としてデザインす
ることにしたので、円柱の従わなければならな
い規則から解放され、すんなりとした細長い形
状に仕上げることができた36）。バラスターの形
状をした支柱が歩廊の下に立ち並ぶのであれば、
少し奥まった場所にある本棚に向けられた視線
は、大きく遮られることはない。それと同時に、
大広間全体の大空間から、書見台のある奥まっ
た領域が、より明確に区分された。さらに、書
見台で書物を見る場所は、両側をバラスターに
挟まれた個別的な空間となり、利用者は、その
中で落ち着いて本を閲覧することができる。ま
た、バルベリーニ図書館とは異なり、書見台の
Fig. 11　 ジョヴァン二・バッティスタ・ソーリア
（1581－1651年）のデザインによるバルベ
リ ー ニ 図 書 館 の 本 棚（Connors, 1980, 
Plate n. 133より）
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前方への張り出しに対して、それより低い位置
にある本棚の段は、張り出しておらず、そこに
起立した状態で閲覧がしやすい。
　バルベリーニ図書館の本棚との共通点は、書
見台に鍵がかけられ、貴重本などを中に収める
ことができる仕組みとなっていること、２層目
に上るには、角部に設けられた螺旋階段を使用
することなどが挙げられる。
4．勉学と憩いの場
　ヴァッリチェッリアーナ図書館の大広間にお
いて、５スパンある南側の壁体の中央部分に設
けられたバルコニー【Fig. 12】は、ボッロミー
ニが創り出した独特な形態37）から、ファサー
ドの中心的な存在となっただけでなく、忙しく
勉学に励むオラトリオ会士たちが、そこから
ローマの景観を愉しみ、気晴らしをするという
役割を果たした。このように、図書館に求めら
れる働きの中に、景観を愉しむという内容が含
まれるのは、パラッツォ・バルベリーニ図書館
においても同様で、そこでは長方形平面の短辺
に開かれた２つの窓から、当時はさほど都市化
が進んでいない緑豊かな地域の景観を見渡すこ
とができた38）。
　ボッロミーニは、先述したように、ヴァッリ
チェッリアーナ図書館の大広間の本棚の２層目
に並ぶ窓に対して、壁の厚みを活かして小さな
机と椅子を設けた。このようにして、歩廊を歩
く他の利用者の妨げとならずに、また閲覧室に
戻ることなく本を閲覧できる場所が整えられた39）。
オラトリオ会士たちは、明るい窓際で、通りか
かる誰かに気を遣うことなく、窓越しの景色を
愉しみながら、気持ち良く勉学に勤しむことが
できた。
　ボッロミーニは、ヴァッリチェッリアーナ図
書館よりも少し前に計画したサン・カルロ・
アッレ・クァットロ・フォンターネ修道院にお
いても、その細長い矩形平面の居住棟の最上階
に図書室を設けたが、この図書室と教会堂との
間にあるテラスには、やはり、勉学の合間にロー
マの景観を見渡し休憩がとれるように図られて
いた40）。そのテラスの様子は、フランスの室内
建 築 家 ジ ル ＝ マ リ ー・ オ プ ノ ー ル Gilles - 
Marie Oppenordt（1672－1742年）が、1692年
に勉学のためにローマを訪れた滞在時のスケッ
チの中に認められる。スケッチには、図書館か
ら出たところに、植栽の壺で飾られた、憩いの
場となる屋外のテラスが描かれている41）。
　以上のように、ボッロミーニは、図書館の計
画において、利用者が、本を閲覧し勉学に励む
ことができるだけでなく、その合間に外部の空
気に触れ、植栽を鑑賞して気持ちを和ませたり、
ローマの景観を眺めて寛いだりできることもま
た重要視し、図書館の果たすべき役割として、
十分それに配慮し対応していた。ボッロミーニ
Fig. 12　 大広間の南側ファサードの中央にあるバ
ルコニー
―　　―150
は、図書館を、利用者に対して勉学と憩いの場
を提供する場として計画していたのである。
5．結び
　ボッロミーニによるヴァッリチェッリアーナ
図書館の計画においては、オラトリオ会士と外
来者の利用が合わせて考えられていた。
　大広間の天井に関しては、ボッロミーニは、
初めにヴォールト架構を構想したが、それには、
ボッロミーニが理想的な図書館として、大広間
とほぼ同規模のバルベリーニ図書館を参照して
いた。本棚に関しても、２層からなる歩廊付き
の構成は、バルベリーニ図書館のものと共通し
ていたが、ボッロミーニは、それをさらに発展
させ、歩廊の幅を大きくとり、歩廊を支持する
バラスターの形状をした支柱を並べた。それに
よって、歩廊の下の書見台のある場所は、奥まっ
た領域となり、また、立ち並ぶ支柱によって、
この領域は、大広間の大空間から明確に区分さ
れた。さらに、両側をバラスターに挟まれた個
別的な空間において、利用者は書見台の上に本
を開き、落ち着いて閲覧することができる。
　また、ボッロミーニは、図書館を勉学の場と
してだけでなく、景観を見渡し寛ぐ憩いの場所
として捉え、ヴァッリチェッリアーナ図書館の
大広間においては、中央のバルコニーの他に、
本棚の２層目にある窓の壁の厚みの部分に、歩
廊を歩く人に気遣いをせずに、戸外の景色を愉
しみながら勉学ができる場所を設けた。
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１）ボッロミーニは、1637年５月10日にオラト
リオ会の建築家として承認され、1652年８
月に同会の建築家を解任されるまで、オラ
トリオ会士のヴィルジリオ・スパーダ 
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受けながら、施設全体の計画に取り組んだ。
ボッロミーニの計画については、上記の「略
式表記」の他に、重要な基本文献として、
さらに以下の文献史料・論文が挙げられる：
Hempel, Eberhard, Francesco Borromini, 
Wien, Kunst Verlag Anton Schroll & Co., 
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が「図書館 Libraria」と記される場合が多
い：Opus, 1725, Cap. 28. 本稿における「大
広間」とは、図書館の複合体の中心をなす
大空間で、書棚を並べた大きな主室を指す。
４）1638年８月17日に、オラトリオ会の評議委
員が、図書館を、建物南側にあるオラトリ
オの上部に配置するのが良いとの意見をま
とめ、21日には、同会の全体会議でこれが、
受諾された。しかし、重大な決定事項であ
るため、翌月までしばらく時間が置かれた
後、９月11日に全体会議で全員の賛成票が
得られ、最終的に決定されるに至った： 
Documenti, 1983, pp. 44-45, nn. 115, 116, 
118.
５）広場から眺めると、「オラトリオのファサー
ド」は、１層目が７スパン、２層目が５ス
パンからなる独立した形態である。しかし、
実際のオラトリオは、ファサードの１層目
の中央部分から、建物の西端の角部にかけ
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トリオのファサードに見えるように造られ
た部分を、「オラトリオのファサード」と
鉤括弧付きで表記した。
６）オラトリオのヴォールトだけでなく、図書
館自体の壁体にも、ひびが入っていた。
Incisa della Rocchetta, Giovanni, “Il salone 
della Biblioteca Vallicellana”  Palladio, N. 
S. XXIII, 1973, （pp. 121-128）, p. 127 ; 
Documenti, 1983, pp. 89-90, nn. 291-293; 
Connors, 1980, pp. 52-53.
７）拡張計画は、1667年よりオラトリオ会の建
築計画を担当していたカルロ・ライナル
ディ Carlo Rainaldi（1611－1691年）のも
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Cat., nn. 100, 101.
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Fig. 13　 『オプス・アルキテクトニクム』図42（オ
ラトリオおよび図書館の南側断面図
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全７スパンとなる。おそらく、拡張された
箇所の西側角部の幅が広いために、ジャン
ニーニは、１スパン多くして３スパンに描
い て し ま っ た と 考 え ら れ る： Downes, 
2009, pp. 479, 481.
９）Opus, 1725． ボッロミーニとオラトリオ
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segg.
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拙稿『研究紀要』前掲書（注２）　2018年 p. 
230.
13）Opus, 1725, Cap. 28.
14）Ibidem.
15）Ibidem.
16）Ibidem.
17）Ibidem. 旧図書館の本棚には、そこに収め
られた書物の内容を示す、金箔を塗ったク
ルミ製の板が付けられていたが、ボッロ
ミーニは、これもまた、歩廊の保護と手摺
の装飾に再利用した：Opus, 1725, Cap. 28.
18）Scott ,  John Beldon, “The Counter 
Reformation Program of Borromini’s 
Biblioteca Vallicelliana”, Storia dell’Arte 
n. 55, Firenze, La Nuova Italia Editrice, 
1985, pp. 295-304; Downes, 2009, pp. 483 e 
segg.
19）Incisa della Rocchetta, “Il salone ...”, op. 
cit., 1973, p. 126; Documenti, 1983, p. 101, 
n. 338; Downes, 2009, p. 484, n. 297, p. 485.
20）バローニオは、1593年にフィリッポ・ネー
リの後を継ぎ、オラトリオ会の総長となっ
た。バローニオは、さらにヴァッリチェッ
リアーナ図書館の初代図書館司書を務め、
そ の『 キ リ ス ト 教 会 編 年 記 Annales 
ecclesiastici』の編纂は、その功績として広
く知られている。
21）Scott ,  “The Counter Reformat ion 
Program ...”, op. cit., 1985, p. 295 （右段）.
22）Opus, 1725, Cap. 28; Incisa della Rocchetta, 
“Il salone . . .”, op. cit. , 1973, p. 128; 
Documenti, 1983, p. 63, nn. 186, 187; 
Connors, 1980, p. 49.
23）パラッツォ・バルベリーニは、1625－1633
年に建設された。当時のサン・ピエトロ大
聖堂建設計画の建築家を務めていたカル
ロ・ マ デ ル ノ　Carlo Maderno（1556－
1629年）の計画により開始され、ボッロミー
ニとベルニーニは、そのもとに働いていた。
マデルノの没後、計画の指揮を執ったのは
ベルニーニであったが、ボッロミーニは、
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引き続き計画に参加していた。その敷地は、
17世紀当時には田園の雰囲気の一帯にあり、
H 型平面の館は、ヴィッラのような趣で、
背後に広がる庭園との繋がりを考えて計画
されていた。バルベリーニ図書館は、館の
エントランスのファサードに向かって右側
の最上階に位置していた。パラッツォ・バ
ル ベ リ ー ニ の 計 画 に 関 し て は、Blunt, 
Anthony, “The Palazzo Barberini: The 
Contribution of Maderno, Bernini and 
Pietro da Cortona”, Journal of the 
Warburg and Courtauld Institutes, Vol. 21, 
No. 3/4, pp. 256-287; Hibbard, Howard, 
Carlo Maderno and Roman Architecture 
1580-1630, London, A. Zwemmer Ltd., 
1971, pp.80-84, 222-230; Waddy, Patricia, 
“The Design and Designers of Palazzo 
Barberini”, Journal of The Society of 
Architectural Historians, Vol. XXXV, No. 
3, October 1976, pp. 151-185. 特に、バルベ
リーニ図書館の計画に関しては、Tetius, 
Hieronymus, Aedes Hieronymus, Aedes 
Barbe r inae  ad  Qvr ina l em ,  Roma , 
Excudebat Mascardus 1642, p. 42 ; 
Specchi, Alessandro, “Veduta posteriore 
del mede mo Palazzo Barberino con 
facciata e scala che porta al giardino, et al 
piano della sala”, Roma, 1699, n. 20; 
Waddy, Patricia, “Maderno e Borromini: 
Plan and section”, in An Architectural 
Progress in Renaissance and Baroque 
Sojourns In and Out of Italy. （Essays in 
Architectural History Presented to 
Hellmut Hager on his Sixty-sixth Birthday, 
ed. by H. A. Millon and S. S. Munshower）, 
Pape r s  i n  Ar t  H i s t o ry  f r om the 
Pennsylvania State University Vol. VIII, 
part 1. 1992, pp. 197-198, p. 210, Fig. 8-11 
（pp. 194-223）; Downes, 2009, pp. 475-479.
24）Downes, 2009, p. 474, fig. 49には、両図書
館の平面の縦横の長さが比較され、大きさ
が明確に示されている。両者はほぼ同じ奥
行で、幅はバルベリーニ図書館の方が
1m34cm 短い。
25）後述の注30を参照。
26）Connors, 1980, pp. 49-50; Scott, “The 
Counter Reformation Program ...”, op. cit., 
1985, p. 301.
27）建物の正面ファサードの右手にある螺旋階
段が、ボッロミーニによる計画である。こ
こから、直接最上階の図書室まで上って行
く こ と が で き た と さ れ る : Waddy, 
“Maderno e Borromini: ...”, in op. cit., 
1992, p. 210, Fig. ８-11.
28）ボッロミーニが、建築家として独立した後、
最初に、1634年にサン・カルロ・アッレ・
クァットロ・フォンターネ聖堂とその修道
会施設 San Carlo alle Quattro Fontane, la 
chiesa e il convent dei Padri Trinitari 
Scalzi の計画を請け負った。その図書室は
居住棟の最上部に造られた。当時の修道士
が残した記録から、ボッロミーニの計画に
より修道院が立ち上げられていった様子を
知ることができる：San Carlo alle Quattro 
Fontane di Francesco Borromini, nella 
‘Relazione della fabrica’di fra Juan de San 
Buenaventura （a cura di Juan María 
Montijano García）, Milano, Edizioni Il 
Polifilo, 1999.
29）カルロ・カルターリ Carlo Cartari（1614
－1691年）は、アレッサンドリーナ図書館
の本棚の計画のための視察として、ボッロ
ミーニの同伴により、ローマの図書館を見
学して廻った。残されたその詳細な記録は、
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ローマの図書館の計画と当時の様子を把握
す る た め の 重 要 な 史 料 で あ る。ASR, 
Cartari - Febei, 185： Ragguali, 1968, p. 
135, pp. 228-231; Connors, 1980, pp. 155-
156, Cat. 23 （a-d）.
30）ASR, Cartari - Febei, 185, cc.110r-111v: 
Ragguali, 1968, p. 231; Connors, 1980, pp. 
155-156, Cat. 23d.
31）Ibidem.
32）Ibidem.
33）Connors, 1980, pp. 155-156, Cat. 23d.
34）Ibidem.
35）Opus, 1725, Cap. 28. 建築の柱は、それぞ
れのオーダーに見るように、柱の太さとの
秩序だった関係において、その高さが決定
される。バルベリーニ図書館の本棚は、
1633－1635年にジョヴァンニ・バッティス
タ・ソーリア Giovanni Battista Soria（1581
－1651年）が制作したもので、1902年に図
書館がヴァチカン図書館の中に移された際
に、本棚もまた持ち運ばれた。 Connors, 
1980, fig. 133.
36）手摺子の形状であれば、円柱の従うべき秩
序からは解放されるという考えである。
37） Opus, 1725, Cap. 28 および【Fig. 2a, 2b】. 
緩やかな凹面を描く「オラトリオのファ
サード」の中央部分に、楕円形の平面のバ
ルコニーが張り出している。
38）注30を参照。
39）Opus, 1725, Cap. 28.
40）カルターリとボッロミーニは、サン・カル
ロ・アッレ・クァットロ・フォンターネ修
道院の図書室にも視察に訪れた：ASR, 
Cartari-Febei, 185, c. 95: Ragguali, 1968, p. 
231. 修道院の居住棟は、1634年７月から
1635年にかけて建設され、図書室はその最
上階の４層目に設けられた。Montijano 
García, （a cura di）, San Carlo alle Quattro 
Fontane ..., op. cit., 1999, pp. 28-30, 52-55. 
この他に、ボッロミーニによる図書室の図
面がベルリン国立美術に所蔵されている
（ S t a a t l i c h e  M u s e e n  z u  B e r l i n , 
Kunstbibliotek, inv. 1049. ベ ル リ ン 館 所
蔵 ）： Portoghesi, Francesco Borromini, 
Milano, Electa Editrice, 1977, （1a 1967）, p. 
76; Connors, Joseph, “Un teorema sacro: 
San Carlo alle Quattro Fontane”, in Il 
giovane Borromini （a cura di Manuela 
Kahn-Rossi e Marco Franciolli）, Milano, 
Skira editore, 1999, p. 482 （pp. 459-512）, 
Cat. n. 260; Portoghesi, Paolo, Storia di 
San Carlino alle Quattro Fontane con una 
appendice sul cantiere e le maestranze di 
Marisa Tabarrini, Roma, Newton & 
Compton Editori, 2001, pp. 29-34, 38, 41-42.
41）Kunstbibliothek, Berlin, Hdz. 2405. 85r: 
Connors, Joseph, “Borromini in Oppenord’s 
Sketchbooks”, Ars naturam adiuvans. 
Festschrift für Matthias Winner, Mainz 
am Rein, 1996, p. 602 （pp. 598-612）; 
Portoghesi, Storia di San Carlino..., op. 
cit., p. 38.
図版名および出典
Fig. 1　ローマのオラトリオ会のヴァッリ
チェッリアーナ図書館の大広間（西側から
東方向を眺める）
Fig. 2a　南側の広場に面するヴァッリチェッ
リアーナ図書館の大広間のファサード
（ローマ、キエーザ・ヌオーヴァ広場）
Fig. 2b　『オプス・アルキテクトニクム』図67
Fig. 3　『オプス・アルキテクトニクム』図６
　　ヴォリュート（ファサードの２層目にある
渦巻形）から上が、後に拡張された部分
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Fig. 4　ボッロミーニのヴァッリチェッリアー
ナ図書館の計画　平面図（『オプス・アル
キテクトニクム』図２より筆者作成）
Fig. 5　大広間の本棚付き書見台と手摺子の形
状をした支柱
Fig. 6　ジョヴァンニ・フランチェスコ・ロマ
ネッリによる天井画〈神の叡智〉　（ボッロ
ミーニによる格天井の中央部分　1644年頃）
Fig. 7　フィリッポ・ネーリの書物が収められ
た本棚（大広間の北面中央部分）
Fig. 8　チェーザレ・バローニオ枢機卿の記念
碑（大広間の南面中央部分）
Fig. 9　『オプス・アルキテクトニクム』図40（西
側から眺めた断面透視図（１層目にオラト
リオ、大広間は２層目で窓が省略されてい
る）
Fig. 10　パラッツォ・バルベリーニの庭園側の
様子
　Specchi, ≪ Veduta posteriore del mede mo 
Palazzo Barberino ... ≫ , Roma, 1699.
Fig. 11　ジョヴァンニ・バッティスタ・ソーリ
ア（1581-1651年）のデザインによるバル
ベリーニ図書館の本棚（Connors, 1980, 
Plate n. 133より）
Fig. 12　大広間の南側ファサードの中央にあ
るバルコニー
Fig. 13　『オプス・アルキテクトニクム』図42
　　（オラトリオおよび図書館の南側断面図）
*Fig. 1、Fig. 2a、Fig. 5、Fig. 6、Fig. 7、Fig. 8、
Fig. 12は、筆者撮影。

